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第６学年 算数科学習指導案 

 

日 時 令和４年９月 14日(水) 第５校時 

場 所 福生市立福生第六小学校 

 

１ 単元名 角柱と円柱の体積の求め方を考えよう（『新しい算数６』東京書籍） 

２ 単元の目標 

（１） 角柱や円柱の体積は底面積×高さにまとめられることを理解し、角柱や円柱の体積を公式を用い

て求めることができる。 

（２） 図形を構成する要素に着目し、角柱や円柱の体積の求め方について、直方体の体積の求め方から

類推し、図や式を用いて考え、説明している。 

（３） 角柱や円柱の体積の求め方を簡潔かつ的確な表現として公式として導いた過程を振り返り、多面

的に捉え、検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したこと

を今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 基本的な角柱及び円柱の体積

の計算による求め方について

理解している。 

① 図形を構成する要素に着目

し、基本図形の体積の求め方

を見出しているとともに、そ

の表現を振り返り、簡潔かつ

的確な表現に高め、公式とし

て導いている。 

① 立体図形の体積について、数

学的に表現・処理したことを

振り返り、多面的に捉え検討

してよりよいものを求めて粘

り強く考えたり、数学のよさ

に気付き学習したことを生活

や学習に活用しようとしたり

している。 

４ 指導観 

(１) 単元観 

本単元では、既習の直方体の体積を求める公式を基にして四角柱の体積の求め方を考えたり、三角

柱や円柱にも同じ考えが適用できることを見いだし、「底面積×高さ」の公式として統合したりする

ことを通して、角柱と円柱の体積の求め方について理解し、それらを用いる力を育てる。すなわち、

図形の構成要素に着目し、角柱や円柱の体積の求め方について考える力や考えようとする態度、活用

しようとする態度などを育てるということである。 

角柱と円柱については、第５学年でその概念と基本的な性質を学習し、その中で、直方体や立方体

は四角柱の仲間であることを捉えている。体積については、第５学年で体積の概念とその単位を学習

し、１㎤や１㎥の立方体の何個分という考えで体積を数値化し、直方体と立方体の体積公式を導いて

いる。また、図形の面積については、第４学年で正方形や長方形の面積を求める公式を活用して複合

図形の面積を求積した。第５学年では四角形や三角形、第６学年では円について、面積の求め方を考

え、公式を導いた。これらの学習を想起させながら、角柱や円柱の体積の求め方について考えさせる

ようにしたい。 
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(２) 児童観 

【「全国学力・学習状況調査」（以下「国調査」という。）及び「児童・生徒の学力向上を図る 

ための調査」（以下「都調査」という。）結果の分析】 

   ア 「１０５０×４を計算する問題」（国調査 算数１(１)）設問と 

「授業では、前の時間までに学習した内容と 

結び付けて考える時間があると思う。」 

（都調査 12(２)）項目との関連 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 「数量が変わっても割合は変わらないことを 

理解しているかどうかを見る問題」 

（国調査 算数２(３)）設問と「算数で学習した 

言葉を使って自分の考え方を説明している。」 

（都調査８(３)）項目との関連 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 「伴って変わる二つの数量が比例の関係にあること 

を用いて、未知の数量の求め方と答えを式や言葉を 

用いて記述できるかどうかをみる問題」（国調査  

算数２(４)）設問と「算数の学習はどのくらい得意 

ですか。」（都調査２(３)）項目との関連 

 

 

 

 

 

 

 

都調査 国調査 

回答状況 無解答

(人) 

正答 

(人) 

誤答

(人) 

思わない   ０ ２  １ 

やや思わない ０ １０ ６ 

やや思う ０ ２８ １ 

思う ０ １９ ２ 

計 ０ ５９ １０ 

都調査 国調査 

回答状況 無解答

(人) 

正答 

(人) 

誤答

(人) 

思わない ０ ３ ７ 

やや思わない ０ ４ １２ 

やや思う ０ ４ ２０ 

思う ０ １ １８ 

    計 ０ １２ ５７ 

都調査 国調査 

回答状況 無解答

(人) 

正答 

(人) 

誤答

(人) 

得意ではない ０ ２ １２ 

どちらかといえば得意 

ではない 

０ １ １０ 

どちらかといえば得意 ０ ７ １４ 

得意 ０ １１ １２ 

    計 ０ ２１ ４８ 

比較的容易な問題であるが、正答率は 85％

にとどまっている。不正解の人数のうち、

70％が「授業では、前の時間までに学習した

内容と結び付けて考える時間がない」と回答

している。そのため、授業の導入で、前時の

内容を丁寧且つ簡潔に振り返らせる必要があ

る。時間が経つにつれて、既習事項の内容を

忘れてしまっている可能性もあるため、意図

的な課題学習を出したり、定期的に単元を振

り返る時間を設けたりする必要があると考え

られる。 

 

 

算数で学習した言葉を使って自分の考え方

を説明しているという児童は、62％と半数を

超えているが、他の質問と比べ肯定的な意見

が少なかった。大切な言葉や公式などは、意

味を理解して覚えるようにしていることに対

して肯定的である児童は 88％いることと比較

すると 26％も下回る結果となった。学習した

言葉を使って自分の考え方を説明できれば、

学習した言葉や公式の意味の理解が深まり、

正答率も上がるのではないかと考えられるた

め説明する活動を積極的に取り入れていく。

説明する際には学習した言葉を提示すること

で、それらを用いて説明させることが自信を

もつことにもつながり、誤答する児童が少な

くなるのではないかと考えられる。 

およそ 70％の児童が誤答した問題である。

正答した児童の多くは肯定的な回答をしてお

り、問題の趣旨を捉え、そこから解法を導く

ことのよさを正しく捉えているといえる。誤

答した児童は、どの回答にもおおよそまんべ

んなく分布しており、問題の趣旨を捉え、解

法を導くことの楽しさへの関心が低く、「正

解できれば得意」と短絡的に捉えていると考

えられる。速く解答することが大切なのでは

なく、「問われていること」「求めるもの」

「用いる方法」を捉えた上で、解答させる手

順を踏ませることが重要である。そのため

に、授業ではこの３つを捉えることに十分な

時間をかけ、確実に児童が理解した上で学習

を進めていく。この手順を繰り返すことによ

り、類似問題には素早く解答できるようにな

ると考える。 



3 

 

 

５ 研究主題との関連 

（１）研究主題 

学びに向かう力を育むための指導の在り方を考える 

      ～「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の分析を通して～ 

 

（２）研究主題を受けた目指す児童像 

○自らの学習を調整しながら、粘り強く、課題に取り組むことができる子 

[学びに向かう力が育成された児童の姿] 

ア 課題に対して、試行錯誤しながら諦めずに取り組むことができる。 

イ 課題に取り組む際に、自分である程度の目安を立てて取り組むことができる。 

 

（３）目指す児童像に迫るための研究仮説 

   「児童・生徒の学力向上を図るための調査」から、児童の実態を把握し、実態に適した学習内容を

工夫することで、児童が主体的に学習に取り組むようになるであろう。 

 

（４）目指す児童像に迫るための具体的な手だてと、ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・態度 

○学習で身に付けた既習事項を活用しながら、学習課題を解決しようとする活動 

→【③多面的・総合的に考える力】 

   ・面積を求める公式や、立方体や直方体の体積を求める公式を活用して、角柱や円柱の体積を求め 

られるよう、既習事項の復習をする。 

   ・複合図形の面積を求める公式を活用して、複合図形の体積の求め方に生かせるようにするために、

アニメーションや具体物等を使って実際に操作して考えさせる。 

 

   ○言葉や数、式、図、表等を用いて、自分の考えを説明する活動 

                  →【④コミュニケーションを行う力】【⑤他者と協力する力】 

・分かりやすく友達に説明するために、一人で考える時間や自分の考えを深める時間を確保する。 

・ICT 機器を活用して、発表したり話し合いの内容を共有したりすることで、自分の考えを更に深 

めることができるようにする。 

 

   ○見通しをもち、根拠を明らかにし、筋道立てて考える活動 

                           →【②未来像を予測して計画を立てる力】 

・公式や既習事項を振り返ることのよさに気付き、どのように計算すれば求められるのか具体的な 

解決方法を見いださせる。 

・見通しを立てて学習できるようにするために、ICT 機器や具体物等の活用を思考しやすくするた

めの手だてとし、児童が主体的に学習に取り組むことができる態度を育てる。
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６ 年間指導計画における位置付け

５年 ６年 

⑧角柱と円柱の体積 

・底面積の意味 

・角柱、円柱の体積の求め方と公式 

☆図形の構成要素に着目し、体積の

求め方を考える 

⑨およその面積と体積 

・身の回りのもののおよその面積や

体積の概形を捉えて求めること 

☆図形の構成要素や性質に着目し、そ

の概形を捉え、およその面積や体積

の求め方を考える 

中学（1 年） 

空間図形 

・多面体 

・角錐、円錐 

・面の平行移動、回転移動と

立体 

・立体の展開図 

・立体の表面積と体積 

⑫面積のはかり方と表し方 

・長方形と正方形の面積の

求め方と公式 

☆基にする大きさや図形の

構成要素に着目し、面積

の求め方を考える 

４年 

⑬四角形と三角形の面積 

・平行四辺形、三角形などの面積

の求め方と公式 

☆図形の構成要素に着目し、面積

の求め方を考える 

②直方体や立方体の体積 

・体積の意味と測定 

・体積の単位（㎤、㎥） 

・直方体、立方体の体積の求め方

と公式 

・容積の意味 

☆基にする大きさや図形の構成

要素に着目し、体積の求め方を

考える 

⑱角柱と円柱 

・角柱、円柱の定義 

・角柱、円柱の底面、側面の関係

の考察 

☆図形の構成要素に着目し、図形

の性質を見出す 
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７ 単元の指導計画と評価計画 (全５時間) 

時
間 

ねらい・学習活動 

評価規準(評価方法) 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

四角柱の体積の求め方を理

解する。 

○知① 

（発言、ノート等分析） 

・思① 

（発言、行動観察） 

 

２ 

角柱の体積の求め方を理解

する。 

○知① 

（発言、ノート等分析） 

・思① 

（発言、行動観察） 

 

３ 

円柱の体積の求め方を理解

し、角柱、円柱の体積を求める

式を統合する。 

○知① 

（発言、ノート等分析） 

・思① 

（発言、行動観察） 

 

４
（
本
時
） 

直方体を組み合わせた図形

の体積の求め方を角柱と見て

考え、図や式を用いて説明する

ことができる。 

 ○思① 

（発言、ノート等分析） 

 

５ 

学習内容の定着を確認する

とともに、数学的な見方・考え

方を振り返り、価値付けする。 

・知① 

（発言、ノート等分析） 

 ○態① 

（発言、ノート分析） 

 

 ※指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」を、その中で特に学級全員の児童の学習状況 

について、総括の資料にするために記録に残す評価を行う機会には「○」を付けている。 

 

 

 


